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2022年10月12日

東レ名古屋事業場の安全への取り組み概要

名古屋事業場長

<日化協 安全シンポジウム＞
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会社名: 東レ株式会社

設立: 1926年1月

資本金: 1,479億円

売上収益: 1兆8,836億円 (2021年3月期)

連結対象会社: 283社 (国内103社、海外180社)

従業員数: 東レ 7,420人

国内連結子会社 10,246人

海外連結子会社 28,601人

計 46,267人

(2021年3月31日現在)

主な事業内容:

繊維 機能化成品 炭素繊維複合材料 環境・エンジニアリング ライフサイエンス／その他

Copyright © 2022 Toray Industries, Inc.

１．東レの概要

会社概要



5１．東レの概要

東レ理念
企業理念

わたしたちは
新しい価値の創造を通じて

社会に貢献します

経営基本方針

企業行動指針

お客様のために
新しい価値と
高い品質の製品とサービスを

社員のために 働きがいと公正な機会を

株主のために 誠実で信頼に応える経営を

お客様のために
社会の一員として責任を果たし
相互信頼と連携を

◆安全と環境
◆倫理と公正

◆お客様第一

◆革新と創造

◆現場力強化

◆連携と共創

◆人材重視

◆情報開示

◆人権尊重
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東レグループの技術体系と製品群
東レのコア技術は、創業以来培われてきた「有機合成化学」「高分子化学」「バイオテクノロジー」であり、これらの
技術を発展させながら、繊維からフィルム、ケミカル、樹脂と事業を拡大し、さらには電子情報材料、炭素繊維・
複合材料、医薬・医療、水処理事業へと発展を続けてきました。近年新たに「ナノテクノロジー」をコア技術に加え
、成長市場へ向けてさまざまな先端材料を開発しています。

電子材料

高性能・高機能フィルム

合成繊維

テキスタイル・アパレル製品

産業資材・アメニティー製品

人工皮革製品

炭素繊維

エンジニアリングプラスチック製品

複合材料

印写材料

高機能膜、水処理システム

人工臓器、医療システム

バイオツール

医薬品

動物薬、ファインケミカル

繊維・プラスチック原料モノマー

コア技術 テキスタイル技術

焼成技術

微細構造制御技術

遺伝子活用技術

糖化・発酵技術

コーティング
技術

極細化技術

成形加工技術

微細パターン化

表面制御技術

創薬・製剤・薬理技術

分散制御技術

フィルム加工技術

製糸技術

製膜技術高分子
化学

有機合成
化学

バイオ
テクノロジー

ナノ
テクノロジー

マテリアルデザイン

１．東レの概要
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繊維事業本部

樹脂・ｹﾐｶﾙ事業本部

複合材料事業本部

フィルム事業本部

国内関係会社

取締役会

社長
副社長

経営会議

研
究
本
部

技
術
セ
ン
タ
ー
（直
轄
他
）

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門

水処理・環境事業本部

電子情報機材事業本部

海外関係会社

医薬・医療事業本部

品
質
保
証
本
部

事業本部/機能本部のマトリクス組織が基本
生産本部は生産・技術領域を統括

組織体系

技
術
開
発
部
署

生
産(

工
場
）部
署

生産本部

事業軸

機
能
軸

１．東レの概要
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9２．名古屋事業場の概要

東レでの位置づけ

１３工場中４番目に設立

Ｒ＆Ｄを含む事業場



10２．名古屋事業場の概要

２工場
１９５６年

１工場
１９５１年

３工場
１９６２年

事業場レイアウト（航空写真）



11２．名古屋事業場の概要

●所在地 名古屋市港区大江町９番地の１

●敷地面積 ４３２千㎡（１２７千坪）

●従業員数 東レ約６００人（場内関係会社・協力会社含め約1,500人）

●主な生産品 エンジニアリングプラスチック
成形用ナイロン６、６６樹脂、
ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）樹脂
ポリフェニレンサルファイド（ＰＰＳ）樹脂
液晶ポリマー（ＬＣＰ）樹脂

機能性微粒子
ファインケミカル
衣料繊維用ナイロン６、６６チップ

●Ｒ＆Ｄ 樹脂技術部、ケミカルプロセス技術部
化成品研究所、複合材料研究所
環境・モビリティ開発センター
アドバンスドコンポジットセンター



12２．名古屋事業場の概要

名古屋事業場 東レ組織図（統括：名古屋事業場長）
生産本部

知的財産部門 品質保証本部

技術センター 研究本部

製造・工務・スタッフ部署
技術部署

環境・モビリティ開発センター



13２．名古屋事業場の概要

●関係会社 ７社 約５００人
東レ・デュポン（樹脂・ケミカル）
東レ建設（住宅・エンジニアリング）
東レエンジニアリング中部（ 〃 ）
東レリサーチセンター（情報・サービス）
東レシステムセンター（ 〃 ）
東洋運輸（ 〃 ）
名南サービス（殖産会社）

●協力会社 ４８社 約４００人
機械 １６社
太田鉄工所、押谷工業
新和工業、東商、
中村組、ニチアス
ﾌｼﾞｲｲﾝﾌｧﾆｯﾄ
前田工業所、丸太運輸
大谷川工業
ｺﾄﾌﾞｷﾃｸﾚｯｸｽ
東洋沪材産業
深田工業
丸三機械建設、宮工業

建築 １１社
伊藤工務店、大津組
加藤建設、北村塗装、ｻﾄｸﾘｰﾝ
日比野工務店、山盛工務店
小松ｳｫｰﾙ中部販売
中央瀝青工業
文化ｼｬｯﾀｰ、横田工管

業務 １５社
ｴｰﾑｻｰﾋﾞｽ、中日ｻｰﾋﾞｽ
ﾒｲﾘﾝ、ﾒｰｷｭｰ、山井
ｶｰｸ、大進産業
ｻﾝﾄﾘｰﾋﾞﾊﾞﾚｯｼﾞｻｰﾋﾞｽ
東砺倉庫、東洋運輸
名古路商事、日本通運
名港海運、明倫運輸
SECOMｼﾞｬｽﾃｨｯｸ

電気 ６社
岡本電気、東海電設
北川電気工業
三和電気土木工事
東洋電機、日本ｵｰﾁｽ･ｴﾚﾍﾞｰﾀ



14２．名古屋事業場の概要

主な安全・防災法規制・所属協議会

● 石油コンビナート等災害防止法（第２種事業所）
名古屋市域石油コンビナート等特別防災区域協議会

● 消防法（危険物製造所、屋外タンク貯蔵所など）
港区危険物安全協会、港区防火管理者協議会

● 高圧ガス保安法（特定製造事業所）
愛知県高圧ガス安全協会

● 労働安全衛生法
愛知労働基準協会、名古屋南労働基準協会
日本ボイラー協会
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16３．安全への取り組み （１）安全成績
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２００６／２／２【爆発・火災】
Ｎ６６樹脂重合工程熱媒ポン
プ火災・火傷

２０１９／７／３１【挟まれ】
Ｎ６６ｶｯﾀｰ上蓋閉止時の取
っ手とﾘﾐｯﾄｶﾊﾞｰでの挟まれ
による左手中指・薬指の開
放骨折

２０１３／２／１４【無理な力】
配管堆積物除去作業中、治具
持ち手が配管点検口に強打し、
右手中指骨折



17３．安全への取り組み （２）安全基本方針

企業行動指針

安全・防災・環境保全を最優先課題とし
社会と社員の安全と健康を守るとともに持続可能な社会の
実現に貢献します

２０２２年安全スローガン

安全最優先 ゼロ災追求 ー意識を高め 基本の徹底ー

全ての社内会議の最初と最後に指差し唱和

９項目ある指針の中でも一番最初に記載



18３．安全への取り組み （３）安全衛生推進体制

２０２２．4
事業場安全衛生委員会

（
各
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門
安
全
衛
生
委
員
会
）

事業場安全衛生委員長
事業場長（総括安全衛生管理者）

同上副委員長
製造部長 （同代理者）

（労組委員）
支 部 長
書 記 長
全 執 行 委 員
関 係 支 区

産 業 医
選任安全管理者
健 康 管 理 室 長
衛 生 管 理 者交通安全小委員長

ヘルスケア委員長

（ 事 務 局 ）
環 境 保 安 課
健 康 管 理 室

各課（室・掛・Ｇ）安全衛生委員会
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（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ）

東レ本体

関係会社
（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ）

環境保全部会

保安部会

年１回、各部門の「安全・衛生・防災・環境」活動総合査察を実施
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19３．安全への取り組み （３）安全衛生推進体制
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20３．安全への取り組み （３）安全衛生推進体制

Ｓ ：Ｓｃｉｅｎｃｅ （科学）→ 技術・研究部会
Ａ ：Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ （管理）→ 事務部会
Ｆ ：Ｆａｃｔｏｒｙ （工場）→ 製造部会
Ｅ ：Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ （工学）→ 工事部会
ＴＹ：ＴＯＲＡＹ

SAFETY NAGOYA
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Ｒ
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長

事務部会
（事務部長）
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長
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長
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（樹脂製造部長）

協
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会
部
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長
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長
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Ｃ
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長

Ｃ
Ｔ
Ｅ
部
門
長

工事部会
（工務部長）

樹
製
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長

環境課長/
安全掛長

環境課長/

安全掛長
環境課長/

安全掛長
環境課長/

保安掛長

技術・研究、事務、製造、工務の職種に応じた４部会で、

構内関係会社・協力会社を含めた安全活動を展開中



21３．安全への取り組み （４）具体的安全活動①Ａ

安全メッセージ

毎月、第1月曜日は安全の日
安全衛生委員会開催時間帯（午前中）の出張、他会議は原則禁止

委員会の冒頭で事業場長が直接伝達



22３．安全への取り組み （４）具体的安全活動①Ｂ

事業場情報システムへの掲載

安全メッセージ

各職場の安全掲示板に最新版掲示

本館エントランスモニターへの掲示



23３．安全への取り組み （４）具体的安全活動②

安全大会
所轄労働基準監督署長をお招きしコロナ禍でも毎年実施。
・ 事業場長訓示
・ 労働組合支部長挨拶
・ 労基署長ご講話
・ 安全表彰（無災害記録、ポスター、標語）
・ 安全宣言



24３．安全への取り組み （４）具体的安全活動③

安全活動方針

毎年事業場活動方針を作成、これを受け各部会がブレークダウンした活動を展開

２０２１年「安全・衛生・防災・環境」事業場活動方針
主な重点活動項目
＜安全＞

１．３Ｓ／５Ｓ活動を通じた職場モラル向上（持続のための仕組み作りとその実践）
２．管理職による現場パトロールでのコミュニケーション活性化（その場で褒める、注意する）
３．安全の基本遵守（特に異常時の｢止める、呼ぶ、待つ」を徹底）
４．職場リスクに応じた類似災害防止の深化（本質原因からの話し込み）

＜衛生＞
１．新型コロナウィルス感染防止対策の実行
２．メンタルヘルス管理の充実・強化
３．化学物質管理の徹底（曝露防止対策の徹底、化管法改正への確実な対応）

＜防災＞
１．ＦＰプロジェクトＰａｒｔⅡ活動の充実（ＦＰチェックリスト活用、変更管理・工事安全管理の徹底）
２．類似火災事故防止活動の推進
３．大規模地震発生時の対応強化（耐震補強推進／大規模地震・津波対応訓練等）

＜環境＞
１．類似環境事故撲滅活動推進と排水監視強化（計画立案）
２．サステナビリティ・ビジョンの推進
（１）チャレンジ３０プロジェクトの推進（温室効果ガス排出量削減など）
（２）プラスチックペレット・チップ等漏出防止対策の推進



25３．安全への取り組み （４）具体的安全活動③

各部会の重点活動項目（抜粋）
部会 重点活動項目

技術・研究部会
(ＡＣＣ所長)

管理職現場パトロールによる職場活性化

Good Point／指摘件数／対策完了件数／参考事例を指定DBに入力

安全基本ルールの遵守
部署間相互査察、新設・改造設備スタート前安全査察の実施

事務部会
（事務部長）

一人ひとりが安全考動徹底

４Ｒ危険予知トレーニングによるＫＹ力ＵＰ

部員層・主任層を核とした安全意識改革

類災検討フォーマットの検討・実践

製造部会
（樹製部長）

3S/5S活動を通じた職場モラル向上
『かたづけ思考』の実践による職場モラル向上

安全の基本遵守

『止める・呼ぶ・待つ』の振返りと実践すべき事例の共有化

工事部会
（工務部長）

安全の基本の周知・徹底

工事安全基本ルールの遵守徹底とパトロールでの現場確認

ＧＬ層を核とした安全意識改革
最終版を用いた類災検討の話し込みを全員が腑に落ちるまで実施

部会の特徴を考慮し活動重点化



26３．安全への取り組み （４）具体的安全活動④B

各部署ともに同様のフォーマットに沿って話し込みを実施

①事例選定
災害連絡書最終版から
各部署で選定

④自職場への展開
自部署作業の具体的にどこ
に該当？
注意ポイントは？などを要
点に話込

②概要
状況をイメージし易い様
に写真等を活用

③災害からの教訓
どういう背景か？
例）時間的要因、多重作業

経験不足･･等

⑤個人自己宣言
現場でのＫＹに役立てる



27３．安全への取り組み （４）具体的安全活動④C

全員に周知･記憶に残る仕組みの強化 実施例１

課長コメント記載後の各Ｇ

話し込み結果を全員に回覧



28３．安全への取り組み （４）具体的安全活動④D

全員に周知･記憶に残る仕組みの強化 実施例２

話込みで終わらず、ポイントのすり合わせ、気づきの底上げに重点を移して活動を継続。

類似作業・教訓について各組結果を整理、
気づけていないポイントをフィードバック



29３．安全への取り組み （４）具体的安全活動⑤

ヒヤリ・ハット共感評価集計による重点課題抽出

安全担当者の悩み
ヒヤリ・ハットはたくさん出るが、限られた資源の中でどれを優先して改善するか
が難しい・・・。

全ヒヤリ・ハットを部署
通路に掲示し、
「自分も体験した」など
共感できるもの
に投票する仕組みを
開始。
投票権は部署全作業者。

全員参加で最大公約数の対策をとることで、「やらされ感」から
「納得感」のある活動へ変化



30３．安全への取り組み （４）具体的安全活動⑥Ａ

３S/５Sによるモラル向上（製造部会の事例）

Stage①「片づけ」：モノを減らしてリセットする
Stage②「型づけ」：理想の職場環境を維持する仕組みを作る
Stage③「方づけ」：ワークスタイルの方向づける

かたづけ
思考

生き方を決める
「方づけ」

習慣化を目指す
「型づけ」

モノやコトの
「片づけ」 モノが

片づく

片づいた状態
をキープ

新しい
こだわりが
できる

３つのかたづけのサイクル
が回ることで、かたづけ思
考が身につき、機能し磨か
れていく。どれか一つが
欠けてもかたづけ思考は習
得できない。

小松 易 著
『「かたづけ思考」こそ最強
の問題解決』
（PHP研究所、2018年）

組合員層からの提案により、２０２０年より「かたづけ」の概念を導入



31３．安全への取り組み （４）具体的安全活動⑥Ｂ

３S/５Sによるモラル向上（製造部会の事例）

「か
た
づ
け
」を
発
展
さ
せ
る



32３．安全への取り組み （４）具体的安全活動⑦Ａ

管理職によるパトロール（技術・研究部会の事例）

技術・研究部会（パトロールDB）から抜粋

10
単
位

参考事例を特記活動として記載

褒める 積み残しゼロ注意する

➢ 【行動目標】 その場で､［注意＋褒める］ ⇒ DB上で､［フォロー＋共有化]

毎月、活動結果をＤＢに記入

１～９月累計で、
✓ Ｇｏｏｄ Ｐｏｉｎｔ ６１９件
✓ 指摘件数：１３０８件（対策完了率９６％）
✓ Ｇｏｏｄ Point／指摘件数比＝４７％

→褒める活動も定着



33３．安全への取り組み （４）具体的安全活動⑦Ｂ

＜実施風景＞

✓ 管理職は輪番制で、作業者をその場で選ぶ。
✓ 実験表示カードで作業内容を確認する。
✓ 危険のポイントなど、対話を行う。
✓ 管理職と作業者で、『一緒に指差呼称』する。

作業者

管理職実験表示カード

管理職によるパトロール（技術・研究部会の事例）
パトロールと併せて「一緒に指差し呼称」活動



34３．安全への取り組み （４）具体的安全活動⑧Ａ

構内協力会社の安全（工事部会の事例）
本気度を伝えるための面と向かった指示： ＦＡＣＥ ＴＯ ＦＡＣＥの安全指示

〇概要
・４回/年開催（時間は１５分程度）
・参加メンバー：工事部会全員

（全協力会員）
・工務部長、各部署長からの安全訓示

〇訓示内容
・東レおよび関係会社で発生した災害

の教訓
・自工場の最新トピックス

〇必要であれば臨時安全集会開催（６月）
・工事部会のメンバーが連続して被災
・工事車輌におけるＨＨＴが２件発生



35３．安全への取り組み （４）具体的安全活動⑧Ｂ

部会合同工事パトロール（問い掛け・対話・傾聴）（２回／週）

作業者への声かけはその場で

【誉める文化を醸成】
ＳＰ（ストロングポイント）は状況の写真を添付

協力会員も参加したパトロール

【水平展開】
資材の仮置き整理・整頓の良い事例

上から目線のパトロールではなく、全員が一体となった活動

本音を聞く

すぐ是正

構内協力会社の安全（工事部会の事例）



36３．安全への取り組み （４）具体的安全活動⑨Ａ

安全・防災教育
名古屋事業場教育体系

Ｇ２

Ｓ３

Ｓ２

Ｓ１

中堅層教育 主任・ＧＬ層教育

Ｓ５

Ｇ１ Ｓ４

Ｇ３ Ｓ６

資格 新入社員層教育 若手層教育

⑥
Ｓ
Ｔ
Ｃ

リ
ー
ダ
ー

①
導
入

教
育

②
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
教
育

③
保
全
道
場

④
安
全
意
識
向
上
研

⑤
Ｓ
Ｔ
Ｃ

ヤ
ン
グ

⑦
名
古
屋
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
カ
レ
ッ
ジ

⑧
Ｓ
Ｔ
Ｃ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

⑨
名
古
屋
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

⑩
職
長
教
育

⑪
現
場
力
強
化
ス
ク
ー
ル

（
Ｇ
Ｋ
Ｓ
）



37３．安全への取り組み （４）具体的安全活動⑨Ｂ

危険体感教育

安全・防災教育

爆発デモンストレーション教育

教育体系以外の特別教育①



38３．安全への取り組み （４）具体的安全活動⑨Ｃ

安全・防災教育
火災発生時の工場間応援体制・組織作り（「特定消防隊員」の育成）
夜間勤務のある部署を対象に各勤務１名選抜し教育（１年間）

各部署各組のメンバー
部署 組 氏名 組 氏名 組 氏名 組 氏名

第３合成課 早山　奨真 永尾　冬馬 今井　清隆 田代　翔也

第４合成課 小川　智行 平塚　直輝 伊藤　真吾 柳川　佳彦

重　合　課 堀口　善登 前田　崚太 中道　開登 松井　瑞典

ナイロン重合掛 住吉隆慈 平塚洸史 劔　吉孝 松岡　恭平

コンパウンド課 高祖　直弘 福田　純 千葉　和志 山口　圭

名南Ｓ（ＮＣ－１） 矢野　一輝 平田　幸司 渡辺　孝幸 佐藤　俊介

４組１組 ２組 ３組

教育カリキュラム
6月
7月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
4月 化学車基本操法総合および、机上理解度考査

特定隊員についての概要、訓練礼式、防災資機材取り扱い等
屋外消火栓基本操法及び屋外給水栓取り扱い等
甲種化学車の装備品、基本操法概略　
防災資機材全般の取り扱いおよび、配置場所確認
屋外消火栓基本操法、屋外給水栓の取り扱い等、先行訓練の復習
化学消防ポンプ車の取扱いおよび、基本操法
屋外消火栓基本操法の応用、特定隊員緊急招集訓練
化学車基本操法①
化学車基本操法②

教育体系以外の特別教育②

Ａ氏

Ｂ氏

Ｃ氏

Ｄ氏

Ｅ氏

Ｆ氏

Ａ氏

Ｂ氏

Ｃ氏

Ｄ氏

Ｅ氏

Ｆ氏

Ａ氏

Ｂ氏

Ｃ氏

Ｄ氏

Ｅ氏

Ｆ氏

Ａ氏

Ｂ氏

Ｃ氏

Ｄ氏

Ｅ氏

Ｆ氏



39

教育修了後の１年間を特定消防隊員として活動
有事の際、出動

安全・防災教育

３．安全への取り組み （４）具体的安全活動⑨Ｄ

C工場 B工場

A工場

D工場
E工場

防災センター



40３．安全への取り組み （４）具体的安全活動⑨Ｅ

安全・防災教育（近隣地域・企業との連携）

○名古屋市域石油コンビナート等特別防災区域協議会
・３社協定締結会社（東レ、三井化学、東亞合成）
・２回／年訓練実施

○愛知県高圧ガス安全協会コンビナート部会
・事故事例・事故防止研究会

○愛知県消防学校自衛防災組織員教育懇話会
・自衛防災要員等教育科
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ご説明内容

１.  東レの概要

２.  名古屋事業場の概要

３． 安全への取り組み

（１）安全成績

（２）安全基本方針

（３）安全衛生推進体制

（４）安全活動事例

４． 今後の課題



42

年 災害名 休／不休 起因物 事象

2020 階段踏み外し左足首骨折 不休業 階段 転倒

2020 寮廊下転倒左膝骨折 休業 通路 転倒

2021 建屋入口転倒左膝蓋骨骨折 休業 通路 転倒

2022 重量物取り扱い腰椎圧迫骨折 休業 重量物 腰痛

４．今後の課題

構内協力会社での日常行動災害

私生活中も含め、「安全人間」であることを浸透させていく



43まとめ

１．「無災害」という統一目標の下、業務形態を
同じくする部署が部会を形成し、それぞれの
実態に即した安全活動を推進。

２．２００６年２月２日以降、無災害継続。

３．今後も東レだけでなく、構内で働く全ての人
の安全確保、更には地域の安全に貢献。
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ありがとうございました


